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立神峡だより
氷川っ子の声が響きわたる

幻想的な夜の立神峡が皆さまを迎えます

　11月1日に竜北西部小の4年生が水生生物観察会で立神峡里地公園を訪れました。まず、講師の浅野先生の注意
事項の説明の後河原に向かい、水の中に住んでいる生物を、石をひっくり返しながら探索しました。捕まえた生物を
透明な容器に入れ観察してみると、快適な水環境でしか生息しないカワゲラ類やカゲロウやトビゲラなどを絵本にあ
る写真と比較し、氷川の水質の綺麗さを実感していました。
　また、11月2日及び10日に元気いっぱいの常葉保育所の園児および子育て支援センターの子どもたちが立神峡里
地公園を訪れ、どんぐり拾いや石絵、どんぐりの駒回しをして、秋の楽しい一日を過ごしました。
　恐る恐る龍神峡の吊り橋を渡る園児たちは、無事に渡り切ると、目の前に落ちているどんぐりを一生懸命に拾って
いました。その後は、石絵に使う石を河原で拾いました。楽しい絵がいっぱい描けて園児たちは大喜びでした。立神峡
里地公園では、いつでもかわいい園児の訪問を大歓迎しています。

　立神峡の岸壁のライトアップをLED照明へ切り替えたことによ
り、吊り橋のイルミネ－ションと併せ、夜の幻想的な雰囲気が一気
にアップされました。夜の立神峡のさらなる観光に貢献できるこ
とになり、関係各位のご努力に敬意を表し感謝申し上げます。
　以前から水銀灯によるライトアップはありましたが、電気代の高
騰や設備の老朽化により休止していました。今後、夜の観光名所と
しても広報していきたいと思います。

　今年の紅葉は随分と遅れ
ていましたが、日一日と寒く
なり、綺麗に色付き始めてき
ました。この便りが届く頃が
見ごろかもしれません。
　ぜひ、立神峡に紅葉見物
にいらしてください。

【お問い合わせ先】立神峡公園管理棟 ホームページアドレス
☎ 62-1543  ＦＡＸ62-1546（8:30～17:30 火曜定休日） http://tategami-camp.com

▲夜の立神峡が幻想的な雰囲気に

▲紅葉が色付き始めました

▲どんぐり拾いに園児は夢中▲石を返して生き物探し

紅 葉 狩 り も 立 神 峡 で


